
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コロナウイルスって何？ ～With コロナ 新しい生活様式～ 

～きりんぐみ映画館～ 

 
「コロナウイルスってなぁに？」というテーマに沿

って健康・衛生・養護・道徳の視点でお話をしま

した。お話を聞いた子どもたちは、「手洗いをするこ
と、マスクすることを気をつけたい！」と分かったこ
とをお話してくれました。 

～手洗いの話～ 
 
年長児のお当番さんと養護の

先生が３．４歳のお部屋に来て
くれました。手に、ばい菌がつ

いていること、手の洗い方は
手のひら・甲・指の間・手
首の順に洗うことを教えても

らいました。 
これで安心！毎日きれいに手

洗いをして、元気いっぱい遊ぼ
うね！ 

～お弁当を食べるときは仕切りを使って～ 
 
唾液の飛沫を防ぐため、食事中は、仕切りを使用して

います。透明の仕切りを使うことで、友達の表情や様

子も見えて、美味しく安全に、そして居心地よく
食事ができています。 

～降園後は園内の消毒～ 
 
子どもたちが触る箇所（ドアやロッカー、手すり、

トイレ、下駄箱など）や保育室や遊戯室の玩具（まま

ごとやブロックなど）を一つ一つ消毒しています。

翌日も安心して子どもたちを迎え入れることができま
す。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

毎日が“初めての出会い”の連続  

～なぜ？どうして？？ 小さな生き物に夢中～ 

植木鉢の下にダンゴムシがいるの、知ってるよ！お部屋の大きな絵本にもダンゴムシがい

る！！アリさんのお家はどこにあるのかな？カタツムリの足ってどこ！？こっちの方が歩くの速

いね！！何を食べるのかな？ 

小さな生き物との触れ合いを通して、子どもたちの発見がいっぱいです 園庭で見つけた生き

物を飼育し、絵本や図鑑を見ていると、どんどん魅力にはまっていきます。 

～“さらさら・ぬるぬる・ぺたぺた”心も開放的に 感触遊び～ 

 五感を通して身も心も開放的に遊べるよう、様々な感触遊びを楽しんでいます。ザラザラのパ

ン粉とサラサラの小麦粉に魔法の水を少しずつ入れていくと・・・あら不思議！ぺったんぺった

ん面白い感触に変身！段ボール箱の上をローラーを走らせると・・・あら不思議！こんな模様が

できた！透明のでんぷんのりに何色かの絵の具を垂らすと・・・あら不思議！こんな色になった

ー！！偶然できた形を見立てることで、感性が豊かに育っていきます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～“水”と思いっきり遊ぶ楽しさ～ 

～うまくいかない経験が 

子どもたちの思考を 

刺激しています～ 

  

園庭の斜面を利用して水の滑り台「ウォータースラ

イダー」を作ったのですが・・・ 
 思ったほどスピードが出ず、みんなのイメージとは

少し違うものになった一回目。物足りなさを感じてい

るようでした。 

そして芝滑り用ソリがいいのではないかということ

で、挑戦してみた二回目。うーん、なんかなぁ・・・

ホースの水の量が少ないのかな？滑り方が悪いんか

な？とみんな悩んでいたその時・・・！！ 

「スーパーの袋に水を入れて座ったらいいんじゃな

いかな？」というアイデアが飛び出し、さっそくやっ

てみることに。すると、なんということでしょう！！

みんなが思い描いていたスリル満点のスライダーが完

成しました！ 

 

「こんなんじゃないねん…」 

「もっとシューって滑りたいねん…」 

「どうしたらいいんかな…」 

 

と、思いを巡らせ、失敗を繰り返しながら成功を体験

し、自分たちの力でやりたいことを実現させていく喜

びを感じていました  

 

子どものひらめきってスゴイ！！ 

手作りウォータースライダー 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～おばけやしきへいらっしゃ～い！～ 

思いや考えを友達と伝え合う イメージを広げながら・・・ 
～お化け屋敷・真っ暗な世界・お化けのお家・お話の世界へ～ 

 
「先生を驚かせよう！」とドッキリ大作戦遊びから始まったお化け屋敷ごっこ。入り

口には オバケ がたくさん浮かんでいます。真っ暗な道を進んでいけるのが楽し
い！！手が出てくるのが怖い！！と、みんなで考えながら遊びをつくっています。 

このお化け屋敷には、それぞれがイメージする“なりたいオバケ”になって住んでい
たり、お客さんを呼び込んで楽しんでもらいたい子もいたり。また、本物のおばけを呼
び寄せようと考えている子もいます。一言に“お化け屋敷”と言っても、子どもたちの

とらえ方は様々、思いや考えも色々ですが、同じ世界観を共有しています。子どもたち
の柔軟性とどんどん広がっていくイメージの世界に遊びの奥深さを感じます。 
そしてある日、「なんか飛んでる！」と空を舞う不思議な黒い物体を目撃した子どもた

ち。屋上テラスに見に行くと、空を泳ぎながら飛ぶ謎の物体に「龍や！黒い龍が飛んで
る！」と大興奮。最後には、キューっと小さく丸まって地上に落下したように見えたの
です。気になる！あれは何！？あっちに落ちたはず！！見に行きたい！！と園外へ飛び

出し謎の物体を探しに行きましたがこの日は見つからず・・・。さあ、これからが楽し

みです  


